
第 11回

宝塚混声合唱団音楽会

1999年 3月 6日 (土)開 演 6:00 PoM.

宝塚ベガホール

後援 :宝塚市、宝塚市教育委員会

宝塚市文化振興財団、宝塚合唱連盟



券*プログラム秦泰

黒人霊歌集

Swhg Low Sweet Cha五ot 揺れよ,幌馬車

Steal Away 逃れゆかん

Go Down Moses ゆヤナ, モーゼ

Deep R市er 深い河

Battle of Jericho ジェリコの戦い

編 曲 Roger Wagner
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指 揮 大 森 地 塩

日本民謡集

花笠おどり

ひ で こ節

北 海 盆 唄

木 曽 節

ソーラン節

山形県民謡

秋田県民謡

北海道民謡

長野県民謡

北海道民謡

編作曲 ′」ヽ 山 清 茂

作 曲 三 善  晃

指 揮 大 森 地 塩

休 憩

Te Deum テ 。デゥム 作 曲

Felix NIendelssohn Batholdy

メンデルスゾーン

指 揮 大 森 地 塩

ピアノ 村 田 朋 子

チェロ 土 田 寿 彦

合 唱 宝塚混声合唱団



ごあいさつ
本 日は、私 ども宝塚混声合唱団の第11回音楽会にお越 しいただ きまして、誠にあ りあが とうございます。

今回の音楽会では、 メンデルスゾーンの宗教曲『 Te Deum』 (謝恩歌)を メインステージに取 り上げます。前
々回にもメンデルスゾーン宗教曲『詩編 42』 を演奏致 しましたが、 4声 が中心でした。『Te Deum』 は、大半が

8声の構成になってお ります。

第 1コ ー ラス と第 2コ ーラス との掛 け合いや、厚みのあるハーモニーをお聞 きいただ くと共 に、その中

に、主 イエス・キ リス トの恵みに感謝の気持ちを捧げる敬虔な像を結ぶことができれば と、念 じてお ります。

第 1ス テージで も、祈 りをベースとした『黒人霊歌』を取 り上げます。悲惨な境遇の中で、唯一の救いは、

神への深い祈 りと心の声なる音楽であ りました。

今 日の混沌 とした世相から逃れたい、何かに縫 りたい と思 う気持ちは、時代や境遇の差はあれ、人間 として

根源的な所で通 じるものがあるようです。

第 2ス テージは『 日本民謡』の ステージを持ちます。皆様がご存 じの曲ばか りです。三善晃 小山清茂の編

曲は、原曲を素材 として再構成 し、それぞれ独 自の様式の中に、現場のエ トスを折 り込 もうとしています。 こ

のエ トスを伝えることがで きるよう歌いあげたい と思ってお ります。宝塚混声合唱団は本年 5月 の連体に、念

願であ りました ドイツ演奏旅行を計画 し、ライプテ ィヒ及び ドレスデンの 2ヵ 所で演奏会を持ちます。

本 日のプログラムを、ほぼそのまま ドイツの聴衆に聞いていただ く予定です。

今 日の音楽会や海外演奏旅行をバネとして一層飛躍で きるよう練習に励み、更に高度な合唱音楽を追求 した

い と思ってお りますので、本 日お越 し頂 きました皆様には、今後 とも、当合唱団に暖かい御支援を頂 きます よ

うお願い申し上げます。

平成H年 3月    宝塚混声合唱団

曲と歌詞
日 本 民 謡 I

1 花笠おどり (山 形県民謡)             3 北海盆唄 (北 海道民謡 )

花笠踊 りで踊 りゃんせ               (囃 子 )盆が来たのに 踊 ¨ぬや つは

花笠踊 りで踊 りゃんせ                  木 仏金仏 石 仁、じゃないか

花の 山形紅葉 の天童               一 北海 名物 ハア ドウ シ タ ドウシ タ

雪 の (チ ョイチ ョイ)眺めは尾花 沢           かすかすあれ どヨ ハ ソレカラ ドウ ン タ

ハ  ヤ ッシ ョーマ カシ ョ                  お 喘がナ お いが国 さの  コ リャ

(以下囃子略 )     ア レサナ 盆踊 リコ (囃 子 )

わ しが お国で 自慢 な ものは            二 踊 り上 Fな  あの //Rの 笑顔 ヨ

茄子 と胡 瓜 と笠踊 り                 月 も見 とれて 足 とめ る コ (囃 子 )

花の 山形 お米の出所                二 今宵嬉 しや 別れた お方 ヨ

西 も東 も米だ 為け                  迎 え太鼓で 盆踊 リヨ (囃 子 )

そ ろたそ ろた よ花笠 そ ろた

稲の 出穂 よ りまだそ ろた             4 木曽節 (長野県民謡 )

ホ イ ホ イ ホ イ ホ イ

2 ひてこ節 (秋田県民謡)               木曽のナー 仲乗 りさん

(ア  ヒ デ コ ナ  ア  ヒ デ コ ナ ー )        木 曽 の 御 嶽 さ ん は  ナ ン ジ ャ ラ ホ イ

十 七 八 ナ ー  今 朝 の ナ ー              夏 で も寒 い  コ イ コ イ コ イ

若 草  何 処 で 刈 っ た ナ ー              男 ナ ー  仲 乗 り さ ん

(コ ノヒ デ コ ナ ー )               男 伊 達 な い  ナ ン ジ ャ ラ ホ イ

(以下 囃 子 略 )   あ の 木 曽 川 の  コ イ コ イ コ イ

何 処 で ナ ー  刈 っ た ナ ー  日干 ナ ー         肩 に ナ ー  仲 乗 り さ ん

長 嶺 の  其 の 下 で ナ ー               肩 に 本 の 葉 が  ナ ン ジ ャ ラ ホ イ

其 の 下 で ナ ー  くず の ナ ー             舞 い か か る  コ イ コ イコ イ

若 萌 え  葉 広 ナ ー  草 サ ー             月 は ナ ー  仲 乗 り さ ん

葉 広 草 ナ ー  馬 に ナ ー               月 は 傾 く ナ ン ジ ャ ラ ホ イ

つ |り れ ば  ゆ さ ゆ さ とナ ー                夜 |ま 深 々 と  コ イ コ イ コ イ

5 ソー ラ ン節 (北海 道 民 謡 )

エ ー  ヤ ー レ ン  ソ ー ラ ン

ノ`ー ラ ン  ツ ー ラ ン  ツ ー ラ ン (ハ イハ イ )

人 吟 小 島 の 兄 弟 島 よ

な ぜ に ご み 島 (よ )離 れ 島 チ ョ イ

ヤ サ エ  エ ン ヤ ー サ ー  ド ッ コ イ シ ョ

ア  ド ソコ イシ ョ  ド ッ コ イ シ ョ

離 れ 島 で も時 節 が 来 れ ば

春 は 鴎 が 群 と ま る チ ョ イ

大 漁 千 拭 き り り と締 め て

‐夜 千両 の 網 お こ す チ ョ イ



2.

3.

4.

1.

テ・デゥム]

5.

Te Deum Laudamus

Te Deum Laudamus

te dorninuFn COnfitemur.

Te aeternum Patrem

Te aeternum Patrem

omnis terra veneratur

Tibi omnes angeli

Tibi omnes angeli

tibi coeli et universae potestates.

Tibi cherubiln et seraphim

Tibi cherubirn et seraphiln,

incessab五 voce exclamant

Sanctus,Dolninus,Deus Sabaoth

Pleni sunt coeli et terra

maleStatis gloriae tuae.

Te gloriosus Apostolorunl chorus

Te gloriosus Apostolorunl chorus

Te prophetarum laudabilis numerus.

Te WIartyrunl candidatus laudat exercitus.

Te per Orben■ terrarunl,sancta confitetur

Ecclesia

Patrem immensae malestatiS

Patrem immensae mttestatiS

Sancturn quoque Paraclitum Spiritum

Venerandum tuum verum

et unicum Filium

Tu rex gloriae

Tu rex gloriae,JeSu christe

Tu Patris sempiternus es Filius.

Te ergO quaesumus

Te ergO quaesumus.

famulis tuis subveni,

quos pretioso sanguine redenlisti.

7

メンデルスゾ‐ン作曲

神よあなたを賛美します。

主よあなたを迎えます。

永遠の父よあなたを

全ての地はあがめます。

全ての天使があなたに対 し、

天 と宇宙の支配者があなたに対 し

ケルビムとセラフィムがあなたに対 し

高 らかに絶えることな く賛美の声をあげます。

聖なるかな万軍の神である主よ

天 と地に満ちています。

あなたの栄光の偉大さは。

使徒はあなたを誇 り

予言者はあなたを讃えます

軍隊の殉教を志願する者は、あなたを讃えます。

世界中に広がる聖なる教会もあなたを認めます。

大いなる威厳をもつ御父を

慰め主、聖霊を崇めます。

あなたの真実のそして唯一の

御子を崇めます。

栄光の王、イェス=キ リストよ、

あなたは父の永遠の御子。

故に私達はあなたに願います。

あなたの僕をお救い下さいます様に

尊い血であがなわれた (あなたの僕を。)



9. Salvum fac

Salvum fac populum tuum Domine      主よあなたの民をお救い下さい。

Et rege eos,et extolle illos          そして彼らを治め、彼 らを高めて下さい。

usque in aeternum.            いつも、永久に。

et benedic hereditati tuae.         そしてあなたの後を継 ぐものたちに祝福を。

10. Per Singulos dies

Per singulos dies              毎 日あなたを

benedicimus te.              私達は賛美 します。

Etlaudamus nomen tuum in saeculum,    あなたの御名をいつの世 も讃えます。

Et in saeculum saeculi.          いつの世も永久に。

11.Dignare Domine

Dignare,Dornine,die isto

sine peccato nas custodire.

ⅣIiserere nostri,Domine.

主よこの日に私達が

罪を犯さない様見守って下さい。

私達を憐れんで下さい、主よ。

12  Fiat rnisericordia tua

Fiat misericordia tua            あなたの憐れみを

Domine,super nos,             主よ私達にかけて下さい。

quemadmodum speravimus in te       私達があなたに期待した様に。

In te,Domine,speravi            主よ、あなたにお願いします。
__^_ri._月ぅ′hっ。十ernu m.        永遠に迷いが出ない様に。


